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区分 事業名 補助元 事業概要 事業費

 ① 肉用子牛生産者補給金制度
 　 肉用牛繁殖経営支援事業

佐賀県
農畜産業振興機構
地方競馬全国協会

　肉用子牛生産者の経営安定を図るため、肉用子牛価格の低落時に交付する肉用子牛生産者補給金の交付財源とな
る生産者積立金の造成を行い、適正かつ円滑に事業実施を図るため推進会議及び現地指導を実施した。なお、四半
期において平均売買価格が保証基準価格を下回らなかったため、補給金及び支援交付金の交付はなかった。
・基金造成状況（28/1-28/12）： 9,076,800円
　　(黒毛和種7,346頭・交雑種 109頭)
・推進事務費　：11,408,173円
（運営体制整備強化8,970,726円・繁殖経営支援2,437,447円）

２０，４８４，９７３円

 ② 肉用牛肥育経営安定特別対策事業
佐　賀　県

農畜産業振興機構
地方競馬全国協会

　肥育牛の枝肉価格が低下する等により、肥育牛１頭当たりの平均粗収益が平均生産費を下回った場合、その差額
の８割を補塡金として交付するとともに、交付財源となる生産者積立金の造成を行い、適正かつ円滑に事業実施を
図るため推進会議及び現地指導を実施した。
・基金造成状況（28/2-29/1）: 1,383,836,000円
　　　　　　　 (肉専用種　30,046頭 ・ 交雑種　614頭 ・ 乳用種　156頭)
・補塡金交付状況（28/2-29/1）:4,166,700 円
　　　　　　　 (肉専用種0 頭　・交雑種50頭　・乳用種101頭）
（品種別補塡金： 交雑種6,200円/頭 ・ 乳用種 38,185円/頭）
・推進事務費：9,456,000円

１，３９３，２９２，０００円

 ① 畜産経営技術高度化推進事業
佐　賀　県

地方競馬全国協会

　生産性・収益性の高い畜産経営の実現と経営の安定を図るため、畜産の各分野の専門家で構成する専門家支援
チームにより畜産農家の畜産農家の経営内容を分析し、直接農家と面談しながら経営並びに生産技術の改善のため
の経営診断を実施し、数か月後の事後指導により改善状況の確認及び新たな課題に対する助言等を行った。
・経営診断指導 ：４８戸（肉用牛 45戸・酪農 3戸）

３，３１５，０００円

 ② 畜産特別資金等推進指導事業
中央畜産会

地方競馬全国協会

　 畜産農家の再建を図るため、新たな畜産特別資金借入農家やすでに貸付を受けた畜産農家に対して、経営及び生
産技術の改善に向けた経営診断による濃密的な支援指導を行うとともに農業改良普及センター等の指導機関や融資機
関等で構成する畜産経営改善指導連絡協議会（全体及び地域）を構成し効率的な畜産経営の改善に努めた。
・経営改善計画の見直し指導 ：１８戸
・経営改善濃密指導 ：６戸（肉用牛6戸）
・重点農家指導 ：８戸（肉用牛5戸・酪農3戸）

４，３２５，６７２円

 ① 肉用牛経営安定対策補完事業
農畜産業振興機構
地方競馬全国協会

　肉用牛生産基盤の強化を図るため、中核的担い手による優良な繁殖雌牛の増頭及び地域の改良に必要な優良繁殖
雌牛の導入に対し、奨励金を交付して、優良繁殖雌牛の増頭や地域の改良基盤の維持・拡大の取組みを支援した。
　・増頭奨励金交付実績 : 27,680,000円（39戸：293頭）
　・導入奨励金交付実績 :  7,380,000円（55戸：158頭）
　・推進事務費　　　　：　2,995,459円

３８，０５５，４５９円

 ② 家畜生産農場清浄化支援対策事業
 　 疾病予防事業

農林水産省
地方競馬全国協会

県畜産協会

　家畜生産農場での疾病の発生予防により畜産農家の経営の安定を図るため、清浄化が困難な慢性疾病に係る検査
やとう汰の実施、家畜伝染病予防法に基づく農場の飼養衛生管理対策の推進及び家畜伝染性疾病の発生予防・流行
防止の支援のために組織的な予防注射の実施等を行った。
　一方、予防注射による家畜の事故発生に備えた支援対策により手当金を交付した。
・疾病清浄化支援対策
　   ヨーネ病：自主検査(430頭)　自主とう汰(2頭)
　　 牛ウイルス性下痢・粘膜病：自主とう汰(4頭)　ワクチン接種(419頭)
　　 オーエスキ－病：検査(9頭)　証明書(4件)
・農場飼養衛生管理強化対策
　   指導農場：100 農場(牛97農場、鶏3農場）
・疾病発生・流行防止支援対策
　   ワクチン接種実績：牛 14,865頭・豚4,546 頭・鶏 545 千羽
・推進事務費：3,561,000円
・予防注射事故対策手当金：292,000円

３１，８６３，７７７円

 ③ 死亡牛緊急検査処理円滑化推進事業
農林水産省

地方競馬全国協会

牛海綿状脳症（ＢＳＥ）の再発生を防止するため、県内で死亡した48ケ月齢以上の牛のBSE検査や死亡牛の処理を
適切に行うための推進と普及・指導等について周知を図り、死亡牛発生場所から死亡獣畜処理場までの輸送経費と
化製処理焼却に係る経費について生産者の負担軽減を図るため一部を補助した。
・処理補助金　：2,175,000円（290 頭）　　　・輸送補助金　：396,000円（ 132頭）
・推進事務費　：1,258,538円

３，８２９，５３８円

 ④ 家畜防疫互助基金支援事業
農畜産業振興機構
地方競馬全国協会

中央畜産会

　口蹄疫等の海外悪性伝染病が万一発生した場合に、家畜の飼養を中止した農家の経営再開を互助補償し畜産経営
の安定を図るため、発生時の損失を互助補償する事業について、農協及び生産者への加入促進の周知業務を実施し
た。
・推進事務費：911,862円
（中央団体が管理している積立金）
・契約戸数（頭数）： 牛406戸：50,091頭（新規2戸：200頭）　・豚 36 戸：61,659頭（新規2戸：269頭）
・生産者積立金　  ： 牛6,324,305 円（35,800円）・豚2,584,105円（10,030円）

９１１，８６２円 
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